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　泉太郎は映像を常に扱いながら、絵画、ドローイング、立体、パフォーマンスなど複数のメディアと

手法を交錯させる作品群で知られています。泉は2017年のパレ・ド・トーキョー以降、数々の場所で

開催されてきた個展を通して、「見ること」と「見られること」や「見えないこと」の関係について一貫し

て問いを投げ続けてきました。本展では、今年6月にバーゼルのティンゲリー美術館で開幕する個

展に先がけ、彼がこれまで撮りためてきた映像を用いた新作インスタレーションを発表します。

　本作は、泉が様々な展覧会に際し宿泊したホテルの部屋でひとり実践し続けていた実験のひとつ

です。彼は、顕微鏡や望遠鏡の発明により人間が視覚的に物事へ近づく術を手にして以来、私た

ちはいまだにカメラのレンズ越しに世界との距離を測り続けていると指摘します。その上で映像の

「編集され続けること」つまり「映画はカットの数だけ異なる時間に撮影された映像を列べることで辻

褄を合わせ」ている点に着眼しました。この特性に対し、新作では撮影と編集を同時に行うという手

法が取り入れられ、「映像の中にはいくつかの時間が並走」します。

　彼の活動は参加者や場所、方法論を固定せず、流動的に継続されており、展覧会のたびに新た

に編成する制作チームは、制作過程において不可欠となる「内臓」として機能します。このような制

作体制に対して、「コンパクトストラクチャー」は編集機材を介在せずフィジカルに編集されており、

多方向に向けて並走する作家の思考を示すドローイングに似たプロセスを持っています。それは

「内臓」という形を作る前段階、「スープのような状態」にあります。

　　「プロセスの扱いについて考えることは映像や画像と人間の関係について考えることにつながる」

と語る泉。本展は「見ること」と「作ること」の関係を問い直すいくつかの実験を通して、作家の思考プ

ロセスを読み解くためのヒントを与えてくれるでしょう。

いずみ・たろう [1976年奈良生まれ、東京在住]
　　多摩美術大学院美術研究科修士課程修了。化学者の父親の影響を受け育つ。大学を修了する頃
には映像の触覚に取り憑かれる。その後は立体と映像を組み合わせた作品で同世代を代表する作家
として活躍している。主な個展に「突然の子供」 (2017年, 金沢21世紀美術館)、「Pan」(2017年, 
パレ・ド・トーキョー, パリ)、「No Night, Day Neither」(2014年, The Nassauischer 
Kunstverein, ヴィースバーデン) 、「こねる」(2010年, 神奈川県民ホールギャラリー) など。 そ
のほか、金沢21世紀美術館、国立国際美術館、東京国立近代美術館、東京都現代美術館、原美術
館、水戸芸術館現代美術ギャラリー、森美術館など多数の美術館で企画展に参加。作品は国立国際
美術館や東京都現代美術館、金沢21世紀美術館、M+(香港)などに所蔵されてる。2020年3月14日まで
名古屋のMinatomachi POTLUCK BUILDINGにて個展「とんぼ」を開催中。本展は2019年秋に名古屋芸
術大学で行われた個展「スロースターター バイ セルフガイダンス」の続編となっている。2020年6
月11日よりスイス・バーゼルのティンゲリー美術館にて個展「ex」を開催予定。




